
［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和7年12月17日

契 約 業 者 名 中央コンサルタンツ株式会社

契 約 業 者 の 住 所 愛知県名古屋市中区丸の内三丁目２２番１号

業 務 の 名 称 穴水港（川島地区）川島物揚場復旧検討業務

業 務 場 所

業 種 区 分 建設コンサルタント等

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和7年5月16日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年2月13日

変 更 前 の 契 約 金 額 35,761,000円(税込み)

変 更 金 額 5,709,000円(税込み)

変 更 後 の 契 約 金 額 41,470,000円(税込み)

変 更 理 由

※（第○回、最終）は、途中変更契約の場合には「第○回」に○印をつけ変更の回数を
　記入する。最終変更の場合は「最終」に○印を付ける。

（第１回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について
記述する）

　・履行期間の延伸
　・配筋計算の確定
　・桟橋式区間、セルラーブロック式区間における付帯施設、実施設計
　　の確定
　・桟橋式区間、セルラーブロック式区間における永続状態および
　　変動状態の安定性の照査の追加

・桟橋式区間、セルラーブロック式区間の構造形式の確定による数量変更。
・桟橋式区間、セルラーブロック式区間の安定性の照査を追加したため、
  履行期間の延伸。


